
役場からのお知らせ

　

平
成
最
後
の
施
政
方
針
と
し
て
町
を
代
表
し
新
年

度
に
臨
む
私
の
所
信
と
予
算
概
要
と
施
策
に
つ
い
て

こ
こ
に
申
し
述
べ
ま
す
。

１　
所
信
表
明

　

本
年
４
月
３０
日
、
今
上
陛
下
が
御
譲
位
さ
れ
、
新

天
皇
が
翌
５
月
１
日
に
御
即
位
さ
れ
ま
す
。
歴
史
の

重
要
な
一
局
面
で
あ
る
御
代
替
わ
り
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
…
。
私
た
ち
の

こ
の
〝
ま
ち
〟
は
そ
の
時
代
に
併
せ
施
策
を
講
じ
着

実
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

明
治
初
期
、５
５
０
戸
だ
っ
た
集
落
の
人
口
は
２
、

９
１
２
人
。
村
制
施
行
を
契
機
に
堤
村
、
江
迎
村
、

前
牟
田
村
が
坊
所
村
と
合
併
し
上
峰
村
が
誕
生
し
ま

し
た
。
戦
前
は
約
３
、
０
０
０
人
だ
っ
た
人
口
も
、

戦
後
は
約
４
、
５
０
０
人
と
人
口
が
増
加
し
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
４０
年
代
か
ら
は
鉄
道
や
高
速

道
路
の
整
備
が
は
じ
ま
り
、
人
口
は
約
５
、
０
０
０

人
と
な
り
、
以
降
、
元
気
な
時
代
が
訪
れ
ま
す
。
公

共
事
業
と
企
業
誘
致
が
そ
の
要
因
で
す
。
目
に
見
え

て
道
路
が
よ
く
な
り
、町
内
に
も
工
業
団
地
が
で
き
、

様
々
な
業
種
の
企
業
の
工
場
が
立
地
し
、
昭
和
５０
年

に
は
約
６
、
０
０
０
人
、
昭
和
６０
年
は
７
、
０
０
０

人
を
突
破
し
、
経
済
規
模
が
伸
び
産
業
が
活
性
化
し

雇
用
が
生
ま
れ
る
好
循
環
が
で
き
ま
し
た
。
以
降
、

村
は
「
農
工
併
進
」
を
掲
げ
、
働
く
場
を
整
え
る
こ

と
で
人
口
が
伸
び
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
は
人
口
の
ピ
ー
ク
と
急
速
な
人
口
減

少
の
は
じ
ま
る
時
代
で
し
た
。
合
計
特
殊
出
生
率
は

三
神
地
区
で
周
辺
を
圧
倒
す
る
状
況
で
す
が
、
平
成

の
３０
年
間
で
１
・
８４
か
ら
１
・
７１
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
人
口
も
平
成
１５
年
に
は
９
、
０
０
０
人
を

突
破
し
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
値
を
大
き
く
上
回
り
、
平
成
３０
年
は
９
、
５
７
７

人
で
４
年
連
続
自
然
増
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
高
齢
化
率
は
平
成
１２
年（
２
０
０
０
年
）の
１６
・

５
％
か
ら
平
成
３２
年（
２
０
２
０
年
）推
計
で
２６
％
へ

と
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
自
然
動
態
と

社
会
動
態
に
大
き
な
変
化
が
う
ま
れ
ま
す
。
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
と
老
年
人
口
の
増
加
に
よ
り
社
会
的

扶
養
負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
、
自
治

体
経
営
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
工
場
誘
致
と
い
う
旧
来

の
発
想
は
通
じ
な
い
こ
と
を
直
視
し
、
人
口
と
税
収

の
減
少
や
、
行
政
が
あ
ら
ゆ
る
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
多
様
な
主
体
が
公
共
的

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
の
協
働
活
動
が
求
め
ら

れ
て
ま
い
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
社
会
の
連

帯
を
強
め
る
た
め
に
住
民
の
力
を
強
く
し
、
公
益
法

人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
消
防
団
な
ど

各
種
の
中
間
団
体
や
地
域
の
事
業
者
を
育
て
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

域
内
の
経
済
循
環
を
拡
大
す
る
た
め
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
中

心
と
な
り
、交
流
人
口
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
を
整
え
、

Ｄ
Ｍ
Ｃ
や
住
民
が
中
心
と
な
り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

構
築
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ 

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
で
民
間

主
導
の
取
り
組
み
を
増
や
し
行
政
へ
の
依
存
を
減
ら

す
。
ま
さ
に
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
「
飛
躍
」
「
共

生
」
「
協
働
」
の
視
点
で
物
事
を
加
速
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
計
画
の
仕
上
げ

に
向
け
て
、
底
力
を
発
揮
し
、
理
解
し
あ
い
、
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
人
口
１
０
、
０
０
０
人
を
目
標
に

上
峰
町
が
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
！
」

と
勢
い
よ
く
大
躍
進
す
る
た
め
に
、
踏
込
み
を
強
く

す
る
町
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

２　
予
算
概
要

○
平
成
３１
年
度
予
算
の
考
え
方　

　

次
に
、
平
成
３１
年
度
予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
限
ら
れ
た

財
源
を
計
画
的
・
効
果
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本

に
編
成
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
に
策
定
し
た
健

全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
を
基
に
、
積
立
基
金

や
起
債
発
行
額
を
意
識
し
た
予
算
編
成
を
引
き
続
き

継
続
し
て
お
り
ま
す
。
予
算
編
成
方
法
に
つ
い
て

は
、
効
率
的
な
行
政
経
営
を
目
指
し
内
部
努
力
に
よ

る
経
費
節
減
を
念
頭
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

町
債
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
度
決
算
時
点
で
実
質

公
債
費
比
率
１３
・
６
％
と
な
り
起
債
許
可
基
準
を
下

回
り
、
今
後
も
低
減
し
て
い
く
見
込
み
で
は
あ
り
ま

す
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
及
び
長
寿
命
化
債
を
活
用

す
る
な
ど
、
町
債
発
行
の
抑
制
は
継
続
し
ま
す
。
予

算
規
模
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
な
が
ら
、
教
育
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
運
用
経
費
な
ど
新
規
事
業
も
織
り
込
ん
で

お
り
ま
す
。 

　

平
成
３１
年
度
当
初
予
算
の
規
模
は
、

　

一
般
会
計�

１
１
１
億
９
、
０
４
７
万
円　

　

特
別
会
計

　
　

（
国
民
健
康
保
険
）�

９
億
３
、
８
７
４
万
円　

　
　

（
後
期
高
齢
者
医
療
）�

１
億
３
３
０
万
円　

　
　

（
土
地
取
得
）�

１
万
円　

　
　

（
農
業
集
落
排
水
）�

５
億
５
、
８
６
０
万
円　

　

全
会
計
の
合
計
で

　

１
２
７
億
９
、
１
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
、

　

一
般
会
計　

９６
・
９
％	

　

特
別
会
計　

１
０
０
・
０
％	

　

合
計
で
は　

９７
・
２
％
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
総
額
１
１
１
億
９
、
０

４
７
万
円
（
対
前
年
度
９６
・
９
％
、
３
億
６
、
３
５

０
万
円
の
減
）で
、前
年
度
よ
り
若
干
減
少
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
歳
入
で
す
が
、
町
税
全
体
で
は
対
前
年
度
１

０
７
・
７
％
、
１
億
３
０
０
万
円
増
の
１４
億
４
、
１

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
新
築
軽
減
終
了
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
償
却
資
産
の
特
例
期
間
終
了
な
ど
の
要
因
が
重

な
り
、
対
前
年
度
１
０
８
・
２
％
、
５
、
４
９
０
万

円
増
の
７
億
２
、
７
９
０
万
円
、
大
手
企
業
の
業
績

回
復
が
見
込
ま
れ
る
法
人
町
民
税
が
、
対
前
年
度
１

２
６
・
３
％
、
４
、
２
０
０
万
円
増
の
２
億
２
０
０

万
円
と
い
ず
れ
も
増
収
の
見
込
み
で
す
。
個
人
住
民

税
、
４
億
１
、
３
０
０
万
円
、
軽
自
動
車
税
３
、
０

０
０
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
前
年
並
み
の
税
収
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
た
ば
こ
税
も
昨
年
か
ら
段
階
的
に
増
税
し

て
い
る
こ
と
で
、
対
前
年
度
１
１
０
％
、
６
０
０
万

円
増
の
６
、
６
０
０
万
円
の
見
込
み
で
す
。

　

国
県
支
出
金
は
、
対
前
年
度
９９
・
６
％
、
３
６
７

万
円
減
の
８
億
１
、
４
３
３
万
円
と
ほ
ぼ
同
規
模
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
７
億
７
、
２
７

５
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
う
ち
普
通
交
付
税

が
６
億
６
、２
３
５
万
円
で
、３０
年
度
実
績
６
億
９
、

１
９
３
万
円
と
の
比
較
で
４
・
３
％
減
と
な
り
ま
す

が
、
近
年
の
町
税
収
入
の
堅
実
な
伸
び
を
反
映
し
た

も
の
で
す
。
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
国
が
策
定
し

た
地
方
財
政
計
画
を
参
酌
し
、
豪
雨
災
害
等
、
被
災

地
へ
の
優
先
配
分
等
を
考
慮
し
１
億
１
、
０
４
０
万

円
を
計
上
、
前
年
当
初
比
９
６
０
万
円
の
減
額
と
し

て
お
り
ま
す
。
町
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
町
道

補
修
関
係
で
長
寿
命
化
債
を
予
定
し
て
お
り
、
合
わ

せ
て
１
億
８
、
７
９
７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、
前
年
度
と
同
額
の

４０
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
に
対
前
年
度
１
０

２
・
８
％
、
５
、
５
０
０
万
円
増
の
２０
億
１
、
０
０

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
社
会
保
障
関
連
経
費
を

中
心
に
扶
助
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
公
債
費

負
担
は
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
、
小
学
校

北
校
舎
空
調
設
備
改
修
、
町
道
等
の
改
良
、
維
持
補

修
な
ど
、
教
育
施
設
関
連
や
道
路
改
良
に
か
か
る
経

費
が
増
加
、
対
前
年
度
１
１
２
・
４
％
、
３
、
８
０

０
万
円
増
の
３
億
４
、５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
対
前
年
度
９５
・
１
％
、
４
億

５
、
７
０
０
万
円
減
の
８８
億
３
、
５
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
が
、こ
の
内
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
で
は
、

返
礼
品
調
達
経
費
な
ど
抜
本
的
な
見
直
し
に
よ
り
、

前
年
当
初
比
５
億
２
、
８
０
０
万
円
の
節
減
を
行
っ

て
い
ま
す
。

３　
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

○
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

　

平
成
３１
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
申

し
述
べ
ま
す
。
「
上
峰
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
後
期

分
野
別
計
画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
、
公
約
に
関
す

る
取
組
み
事
業
も
含
め
て
、
新
た
に
取
り
組
む
施
策

を
中
心
に
、
そ
の
大
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
美
し
く
安
全
な
生
活
環
境
の
ま
ち

①
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

▪
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

�

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引

平
成
３1
年

施
政
方
針
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き
続
き
職
員
の
意
識
改
革
や
電
力
消
費
量
の
節
減

（
不
必
要
な
照
明
の
消
灯
、ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
の
実
施
、エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
の
調
整
）

を
継
続
し
地
球
温
暖
化
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
新
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）」
の
広
報
・
Ｈ
Ｐ

に
よ
る
啓
発
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進

　

�

町
民
自
ら
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
、
地

域
全
体
で
地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
事
業

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

▪
自
然
保
護
・
環
境
保
全
活
動
の
促
進

　

�

環
境
衛
生
被
害
の
軽
減
と
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら

平
成
３０
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
「
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
」
の
助
成
を
継
続
し
、

将
来
的
に
不
幸
な
猫
の
繁
殖
を
抑
え
住
民
と
飼
い

主
の
い
な
い
猫
と
の
共
存
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
公
害
等
の
未
然
防
止

　

�

目
達
原
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
騒
音
に
つ
い
て
、

現
在
３
箇
所
で
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
国
に
よ
る
適
切
な
防
音
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
の
た
め
に
、
水
質
検
査
を
工
場
排
水
年
４
回

６
箇
所
、
河
川
水
水
質
検
査
年
２
回
１８
箇
所
、
地

下
水
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
類
第
３
物
質
検
査

年
１
回
５
箇
所
で
行
い
、
未
然
防
止
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

②
ご
み
処
理
等
環
境
衛
生

▪
ご
み
収
集
・
処
理
体
制
の
充
実

　

�

現
在
稼
働
中
の
、
鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施
設

組
合
の
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
期
限
が
平
成
３５
年

度
（
２
０
２
３
年
度
）
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
あ
り
方
に
つ

き
ま
し
て
協
議
を
重
ね
、
建
設
予
定
地
を
鳥
栖
市

真
木
町
に
あ
る
鳥
栖
市
の
旧
ご
み
処
理
場
跡
地
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
律
に
基
づ
き
、

予
定
地
の
土
壌
汚
染
対
策
の
調
査
を
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
汚
染
区
域
が
確
認
さ
れ
、
現
在
建
設
予

定
地
内
で
の
計
画
変
更
を
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
隣
接
す
る
地
区
の
方
達
よ
り
反
対
の

民
事
調
停
の
申
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
実
情
も
あ

り
ま
す
が
、
佐
賀
県
東
部
環
境
施
設
組
合
事
務
局

を
構
成
市
町
の
拠
点
と
し
ま
し
て
、
弁
護
団
を
立

ち
上
げ
、解
決
に
向
け
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

▪
３
Ｒ
運
動
の
促
進

　

�

講
習
会
や
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
生
ご
み
電
動

処
理
機
／
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
）
購
入
補
助
を
通

じ
、
町
民
や
事
業
者
の
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
様

式
へ
の
転
換
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
広

報
啓
発
に
よ
り
資
源
ご
み
の
分
別
に
よ
る
３
Ｒ
活

動
を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
資
源

ご
み
に
対
す
る
意
識
の
向
上
、
さ
ら
に
分
別
に
対

す
る
精
度
の
向
上
に
よ
り
、
資
源
ご
み
も
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
拠
点

回
収
用
の
資
源
ご
み
専
用
ネ
ッ
ト
袋
の
増
数
、
更

に
は
家
庭
内
資
源
ご
み
分
別
を
助
長
す
る
た
め
、

廃
プ
ラ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
専
用
袋
の
作
成
等

も
検
討
し
て
い
き
、
将
来
に
向
け
た
「
リ
サ
イ
ク

ル
環
境
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
不
法
投
棄
の
防
止　

　

�

山
間
部
や
河
川
等
へ
の
不
法
投
棄
を
抑
止
す
る
た

め
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
設
置
、
或
い
は
防
止

ポ
ス
タ
ー
等
で
の
啓
発
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
の
環
境
美
化
推
進
員
と
連
携

し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
上
・
下
水
道

▪
給
水
体
制
の
維
持
・
充
実

　

�

上
水
道
へ
の
加
入
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
佐
賀

東
部
水
道
企
業
団
と
連
携
し
、
企
業
団
だ
よ
り
や

町
広
報
紙
等
を
活
用
し
て
、
安
全
性
の
高
い
上
水

道
へ
の
加
入
啓
発
を
行
い
ま
す
。
佐
賀
東
部
水
道

企
業
団
管
内
の
水
道
管
は
全
体
の
約
５０
％
が
昭
和

４０
年
代
か
ら
５０
年
代
に
埋
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
２８
年
度
に

策
定
さ
れ
た
管
路
更
新
計
画
が
予
定
通
り
進
捗

し
、
水
道
水
の
安
定
供
給
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

安
全
供
給
と
と
も
に
今
後
の
水
道
料
金
の
値
下
げ

に
つ
き
ま
し
て
も
要
望
を
し
て
い
く
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

▪
下
水
道
施
設
の
適
正
管
理

　

�

下
水
道
施
設
は
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
た
め
、
今
後
処

理
施
設
・
管
路
施
設
の
機
能
の
保
全
と
長
寿
命
化

に
向
け
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
及
び
人
口

の
増
加
に
伴
う
処
理
施
設
改
修
な
ど
、
最
適
整
備

構
想
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
下
水
道
施
設
の
円
滑
な
運
営

　

�

維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
包
括
的
管
理
業
務

委
託
に
よ
る
適
正
か
つ
効
果
的
な
施
設
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
更
な
る
下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
処
理
施
設
整
備
事
業
等

に
充
当
し
た
起
債
の
償
還
関
係
で
は
、
よ
り
低
金

利
で
の
返
済
に
向
け
て
積
極
的
に
借
り
換
え
等
を

行
い
、
効
率
的
な
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
公
園
・
緑
地

▪
公
園
施
設
・
設
備
の
整
備
充
実

　

�

公
園
等
に
つ
い
て
は
、
樹
木
伐
採
等
の
業
者
発
注

と
と
も
に
、
地
元
地
区
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
鎮
西
山
い
こ
い
の
森
に
つ
い

て
は
、町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

町
外
か
ら
の
誘
客
が
可
能
な
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
平
成
３０
年
度
に
発

注
し
た
実
施
設
計
を
踏
ま
え
、
補
助
金
申
請
に
か

か
る
関
係
機
関
と
の
折
衝
を
進
め
る
な
ど
財
源
確

保
に
努
力
す
る
こ
と
に
加
え
、
整
備
に
向
け
た
実

効
性
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

▪
緑
化
の
推
進

　

�

緑
の
基
金
の
活
用
と
地
域
住
民
や
住
民
団
体
の
皆

様
に
よ
る
緑
の
愛
護
活
動
を
進
め
、
公
共
施
設

内
・
外
で
、
緑
や
花
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、

精
神
衛
生
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
交
通
安
全
・
防
犯

▪
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

　

�

警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
等
と
の
連
携
の
も
と
、

運
転
免
許
保
持
者
講
習
会
や
小
・
中
学
校
に
お
け

る
交
通
安
全
教
室
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
各
年
齢
層
に
応
じ
た
効
果
的
な
交
通
安
全
教
室

や
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る

み
の
交
通
安
全
運
動
（
春
・
秋
）
を
展
開
し
、
町

民
の
交
通
安
全
意
識
の
一
層
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。
特
に
、
近
年
事
故
に
関
連
す
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
効
果
的
な
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▪
交
通
安
全
施
設
の
整
備
充
実

　

�

国
・
県
道
の
安
全
な
道
路
環
境
の
整
備
及
び
県
道

へ
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
の
安
全
施
設
の
設
置
を
昨
年

に
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
道

に
つ
い
て
も
、
交
通
量
の
多
い
路
線
や
通
学
路
を

中
心
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
充
実
を
随
時
実
施
す
る

と
と
も
に
、
通
行
危
険
箇
所
へ
の
カ
ラ
ー
舗
装
の

施
工
、
監
視
・
点
検
等
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

景
観
条
例
制
定
後
は
交
通
安
全
施
設
の
カ
ラ
ー

コ
ー
ド
の
統
一
化
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
防
犯
意
識
の
高
揚

　

�

警
察
署
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携

の
も
と
、広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、防
犯
だ
よ
り

等
を
活
用
し
た
効
果
的
な
啓
発
活
動
を
推
進
し
、

町
民
の
防
犯
意
識
の
一
層
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

▪
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
環
境
づ
く
り

　

�

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
や
青
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
防
犯
活
動
の
充
実
促
進
、
保
護
者
等
に
よ
る

小
学
校
内
の
巡
回
、
商
工
会
や
議
会
な
ど
の
各
機

関
や
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
地
区
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
、
町
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
所
有
の
青
色

防
犯
回
転
灯
付
自
動
車
に
よ
る
連
携
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
活
動

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
に
お
け
る
犯
罪
の
未

然
防
止
と
通
行
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、
防
犯
灯

の
設
置
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑥
消
防
・
救
急
・
防
災

▪
常
備
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

�

広
域
的
連
携
の
も
と
、
研
修
・
訓
練
の
実
施
に
よ

る
職
員
の
資
質
の
向
上
や
救
急
自
動
車
・
消
防
自

動
車
等
の
施
設
・
設
備
の
計
画
的
更
新
を
図
り
、

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
に
よ
る
常
備

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
平
成
３０

年
度
は
、
薬
剤
等
の
散
布
に
よ
り
消
火
活
動
等
を

実
施
す
る
「
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
及
び
心

電
図
等
の
高
機
能
機
器
を
搭
載
し
た
「
高
規
格
救

急
自
動
車
」を
最
新
鋭
の
車
両
に
更
新
し
ま
し
た
。

ま
た
、本
年
３
月
１７
日
に
は
、上
峰
町
に
お
い
て
、

県
内
の
消
防
関
係
者
が
一
堂
に
集
う
「
第
６５
回
佐

賀
県
消
防
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。本
大
会
は
、

消
防
防
災
に
功
労
の
あ
っ
た
消
防
機
関
及
び
消
防

関
係
者
等
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
防
火

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、消
防
力
の
充
実
強
化
、

火
災
予
防
、
災
害
の
防
止
に
努
め
、
県
民
の
期
待

と
信
頼
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

▪
消
防
団
の
充
実

　

�

来
年
度
は
、
消
防
団
員
確
保
対
策
事
業
補
助
金
を

活
用
し
、
団
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
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役場からのお知らせ

を
整
備
し
、
団
員
の
研
修
等
で
活
用
を
図
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
引
続
き
、
団
員
の
資
質
の
向
上
、

団
員
報
酬
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
、
老
朽
化
し
た

消
防
格
納
庫
等
の
施
設
・
設
備
の
計
画
的
更
新
を

図
り
、
消
防
団
の
充
実
を
促
進
し
ま
す
。

▪
消
防
水
利
の
整
備

　

�

消
火
活
動
及
び
初
期
消
火
に
お
け
る
迅
速
な
対
応

を
図
る
た
め
、随
時
、必
要
箇
所
に
消
防
水
利（
消

火
栓
の
計
画
的
な
整
備
）
を
拡
充
し
て
い
く
よ
う

努
め
ま
す
。
平
成
２８
年
度
２
基
、
平
成
２９
年
度
５

基
、
平
成
３０
年
度
４
基
の
消
火
栓
を
整
備
し
、
本

年
度
末
現
在
１
２
７
基
の
消
火
栓
及
び
５４
基
の
防

火
水
槽
を
設
置
し
、
運
用
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

▪
火
災
予
防
の
徹
底

　

�

火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、消
防
団
防
火
訓
練
、

秋
・
春
季
火
災
予
防
週
間
、年
末
警
戒
等
に
よ
り
、

広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
等
を
通
じ
、
町
民
の
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
防
災
・
減
災
体
制
の
強
化

　

�

昨
年
１２
月
、
気
象
庁
に
て
「
防
災
気
象
情
報
の
伝

え
方
の
改
善
の
方
向
性
と
推
進
す
べ
き
取
組
」
が

ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
は
、
市
町

村
に
お
け
る
避
難
勧
告
等
の
発
令
判
断
を
支
援
す

る
取
組
と
し
て
、
気
象
庁
防
災
対
応
支
援
チ
ー
ム

の
体
制
強
化
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か

い
気
象
解
説
を
行
う
予
報
官
の
配
置
、
市
町
村
職

員
等
が
防
災
対
応
を
実
践
的
に
学
習
で
き
る
気
象

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
促
進
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
近
年
相
次
ぐ

大
雨
等
に
よ
る
災
害
を
踏
ま
え
、
気
象
庁
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
住
民
の
防

災
気
象
情
報
等
に
対
す
る
一
層
の
理
解
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
地
域

に
根
ざ
し
た
、
自
主
防
災
組
織
の
支
援
に
努
め
ま

す
。
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
３０
年
度
に
新
型
受
信
機

の
導
入
を
行
い
、
受
信
か
ら
自
動
起
動
ま
で
の
処

理
時
間
の
大
幅
短
縮
、
音
声
出
力
機
能
等
の
伝
達

情
報
の
充
実
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
、
基

地
に
つ
い
て
で
す
。
本
町
に
所
在
す
る
目
達
原
駐

屯
地
は
、
昭
和
２９
年
に
創
設
さ
れ
、
現
在
は
、
西

部
方
面
隊
の
兵
站
基
地
並
び
に
航
空
基
地
と
し
て

県
内
に
所
在
す
る
唯
一
の
駐
屯
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
２８
年
６
月
に
は
「
災
害
時
に
お
け
る
連

携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
昨
年
本

町
に
て
開
催
し
た
鳥
栖
三
養
基
消
防
総
合
訓
練
に

は
、
ヘ
リ
隊
及
び
救
助
隊
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
各
種
訓
練
や
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
、
更
な
る
関
係
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
２
月
に
神
埼
市
で
自
衛
隊
機

が
落
着
す
る
事
故
が
あ
り
、
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
基
地
所
在
町
と
し
て
、
国
に
対
し
今
後
も
原

因
の
公
表
を
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
だ
れ
も
が
元
気
に
な
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

①
保
健
・
医
療

▪
保
健
事
業
推
進
体
制
の
充
実

　

�

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
及
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
本
町
の
健
康
課
題
に
即

し
た
疾
病
予
防
・
重
症
化
予
防
対
策
を
進
め
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
保
健
事
業
の
展
開
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業

を
進
め
る
た
め
、医
療
機
関
と
の
連
携
等
に
よ
り
、

本
町
に
お
け
る
健
康
課
題
の
分
析
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
住
民
基
本
情
報
と
連
携
し
た
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り
、
各
種
健
康
診
査
結
果
や

予
防
接
種
履
歴
等
、
住
民
一
人
一
人
の
デ
ー
タ
を

一
元
管
理
し
、
効
果
的
な
保
険
事
業
の
実
施
及
び

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
町
民
の
健

康
づ
く
り
活
動
と
母
子
保
健
の
充
実
を
統
括
的
に

対
応
す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー

を
、
中
心
市
街
地
に
整
備
す
る
た
め
協
議
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

▪
健
康
づ
く
り
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
活
動
の
促
進

　

�

広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
支
援
等
に
よ
り
、
町

民
の
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
民
間

事
業
者
と
連
携
し
若
年
か
ら
の
運
動
習
慣
の
定
着

化
を
図
り
、
医
療
・
介
護
の
給
付
費
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２９
年
度
よ
り
委
託
事
業

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
が
ん
サ
ロ
ン
は
、
医
療
機

関
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
事
業
所
等

と
の
連
携
構
築
に
努
め
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
幅
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
促
進
し
ま
す
。

▪
健
康
診
査
・
保
健
指
導
等
の
充
実

　

�

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
及
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
基
づ
き
、
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
啓
発

等
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
脳
血
管

疾
患
や
心
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
等
重
症
化
を
予

防
し
、国
保
医
療
費
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん

検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
子

宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
）
等
の
集
団
検
診
料

金
を
平
成
２８
年
度
か
ら
無
料
化
、
子
宮
が
ん
検
診

広
域
化
に
平
成
２９
年
度
か
ら
参
加
し
、
受
診
体
制

の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
度
か
ら
ピ

ロ
リ
菌
検
査
を
導
入
し
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
健

康
意
識
の
啓
発
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

▪
母
子
保
健
の
充
実

　

�

親
の
育
児
不
安
解
消
、
児
童
虐
待
の
発
症
予
防
に

向
け
、
妊
娠
期
か
ら
の
継
続
し
た
相
談
や
指
導
・

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
・
乳
幼
児
健
診
や
相
談
を
実
施
、

母
子
保
健
推
進
員
活
動
の
支
援
を
行
い
、
平
成
３０

年
度
か
ら
は
、
育
児
家
事
援
助
を
行
い
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
３１
年

２
月
か
ら
子
育
て
ア
プ
リ
を
導
入
し
ま
し
た
。
予

防
接
種
、
健
診
、
各
種
手
続
き
、
子
育
て
支
援
情

報
等
を
発
信
し
、
広
く
住
民
へ
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
不

妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
平
成
２８
年
度
か
ら
男

性
不
妊
治
療
費
に
関
し
て
も
対
象
を
拡
充
し
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▪
精
神
保
健
の
推
進

　

�

精
神
障
が
い
者
の
社
会
復
帰
及
び
そ
の
自
立
と
社

会
経
済
活
動
へ
の
参
加
に
対
す
る
地
域
住
民
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
、
佐
賀
県
や
医
師
会
等

と
の
連
携
の
も
と
、
う
つ
病
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

心
の
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
の
た
め
の

広
報
活
動
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
医

療
機
関
や
保
健
福
祉
事
務
所
、
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
正
し

い
知
識
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

▪
感
染
症
対
策
の
推
進

　

�

佐
賀
県
や
医
師
会
等
の
連
携
の
も
と
、
結
核
や
肝

炎
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
予
防
接
種
相
談
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を

み
な
が
ら
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２９
年

度
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
の
た

め
、
防
護
服
や
マ
ス
ク
の
備
蓄
体
制
を
見
直
し
、

緊
急
時
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。
昨
今
の
風
し
ん

の
流
行
に
つ
い
て
は
、
法
令
を
遵
守
し
定
期
予
防

接
種
と
し
て
、
風
し
ん
抗
体
の
な
い
３９
～
５４
歳
の

男
性
を
対
象
に
無
料
で
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
及
び
妊
婦
の

同
居
家
族
を
対
象
と
し
た
「
妊
娠
安
心
風
し
ん
抗

体
検
査
、
予
防
接
種
事
業
」
を
実
施
し
、
先
天
性

風
疹
症
候
群
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

▪
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

�

町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
て

る
よ
う
、
佐
賀
県
や
医
師
会
等
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
地
域
医
療
機
関

の
充
実
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
い
つ

で
も
適
切
な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
休
日
・
夜
間
及
び
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

②
高
齢
者
支
援

▪
高
齢
者
支
援
体
制
の
充
実

　

�

団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を

目
途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
着

手
し
て
い
き
ま
す
。

▪
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

�

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
と
の
連
携
の
も
と
、配
食
サ
ー
ビ
ス
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
貸
与
、
お
た
っ
し
ゃ
便
を
は
じ
め
と
し

た
買
物
弱
者
支
援
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
あ
ん
摩
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、
は
り
及
び
き
ゅ
う
の
施
術

料
に
つ
い
て
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
健

康
の
保
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
多
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
古

希
（
７０
歳
）
、
喜
寿
（
７７
歳
）
、
米
寿
（
８８
歳
）
、

白
寿
（
９９
歳
）
の
方
々
に
長
寿
祝
い
金
を
交
付
し

ま
す
。
９
月
に
６５
歳
以
上
の
町
内
居
住
者
の
長
寿

を
祝
う
た
め
に
敬
老
会
を
開
催
し
、
長
寿
表
彰
や

8



役場からのお知らせ

金
婚
祝
い
を
行
い
ま
す
。

▪
高
齢
者
の
能
力
活
用
・
社
会
参
加
の
促
進

　

�

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を

送
り
、
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
き
ず
な
サ
ロ
ン
、
温

水
プ
ー
ル
等
の
利
用
助
成
、
料
理
教
室
等
の
活
動

支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
団
塊
の
世

代
の
知
識
や
技
術
を
活
用
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
活
用
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
を
図
り
ま
す
。

▪
認
知
症
対
策
の
推
進

　

�

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
や
地
域
で
の
見
守
り
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
上
峰
町
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
に
配
置
さ
れ
る
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
用
や
児
童
を
対

象
に
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
継

続
し
て
開
催
し
、
認
知
症
高
齢
者
の
早
期
発
見
、

予
防
、
重
度
化
の
防
止
、
啓
蒙
啓
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▪
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

�

介
護
保
険
に
よ
る
法
定
給
付
に
つ
い
て
は
、
保
険

者
で
あ
る
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
連
携

し
、
要
支
援
要
介
護
認
定
者
に
対
し
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
保
険
給
付
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

▪
地
域
支
援
事
業
の
実
施

　

�

高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
保
険
事
業
に
よ
る
介

護
予
防
策
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
、

地
域
支
援
事
業
（
口
腔
ケ
ア
教
室
・
介
護
予
防
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
転
倒
予
防
教
室
・
介
護
予
防

３
Ｂ
体
操
等
）
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２９

年
度
よ
り
始
ま
っ
た
総
合
事
業
を
活
用
し
フ
ォ
ー

マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
有
機
的
な

結
合
に
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
保
、
健
康
増
進
担
当
と
も
連
携
し
、
医
療
・

介
護
給
付
費
の
適
正
化
に
向
け
、
若
年
者
か
ら
高

齢
者
に
至
る
ま
で
の
運
動
習
慣
の
定
着
化
を
図
り

ま
す
。

③
障
が
い
者
支
援

▪
障
が
い
者
支
援
推
進
体
制
の
充
実

　

�

障
害
福
祉
制
度
内
容
や
利
用
方
法
・
手
順
の
周
知

な
ど
支
援
推
進
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
関
係
機

関
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

▪
障
が
い
者
理
解
の
促
進

　

�

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
安
全
安
心

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
障
害
に
対
す
る
理
解
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２８
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
で
求
め
ら

れ
る
障
が
い
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
の
禁
止
や

障
が
い
者
に
対
す
る
合
理
的
な
配
慮
に
む
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
３０
年
７
月
か
ら
県
が
導
入

し
た
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
啓
発
普
及
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

�

身
近
な
場
所
に
お
い
て
必
要
な
日
常
生
活
又
は
社

会
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

を
旨
と
し
て
、
居
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
、
日
中
の
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
、
居
住

系
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
対
す
る
自
立
支
援
給
付

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
重
度
の
身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
に

対
す
る
医
療
費
の
一
部
助
成
や
自
立
支
援
医
療
費

助
成
、
補
装
具
給
付
事
業
、
在
宅
の
重
度
心
身
障

が
い
者
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成

す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

▪
保
育
・
教
育
の
充
実

　

�

障
が
い
児
保
育
に
お
け
る
相
談
機
会
の
充
実
や
特

別
支
援
教
育
に
お
け
る
介
助
員
の
配
置
な
ど
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
就
学
・
就
労
相
談
や
指
導
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、

経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
は
、
小
・
中
学
校

の
特
別
支
援
学
級
へ
の
就
学
を
行
う
際
保
護
者
等

の
負
担
軽
減
を
行
い
ま
す
。

▪
就
労
支
援
の
充
実

　

�「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」の
施
行
に
よ
り
、「
上

峰
町
に
お
け
る
優
先
調
達
推
進
方
針
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
の
平
均
工
賃
の

底
上
げ
を
図
る
た
め
積
極
的
に
公
共
施
設
に
係
る

公
共
事
業
の
発
注
を
増
や
す
よ
う
努
力
し
ま
す
。

▪
障
害
者
雇
用
の
促
進

　

�

昨
年
、
国
や
県
に
お
い
て
、
障
害
者
雇
用
に
関
す

る
不
適
切
な
運
用
が
発
覚
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本

町
に
お
い
て
は
、
適
正
な
運
用
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
、
法
定
雇
用
率
達
成
に
向
け
て
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
子
育
て
支
援

▪
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援

　

�

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
、

支
給
方
法
を
現
物
給
付
方
式
と
し
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
大
し
助
成
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
負
担

は
、
通
院
を
ひ
と
月
一
医
療
機
関
に
つ
き
自
己
負

担
上
限
５
０
０
円
を
２
回
ま
で
、
入
院
は
ひ
と
月

一
医
療
機
関
に
つ
き
自
己
負
担
上
限
１
、
０
０
０

円
の
支
払
い
、
そ
し
て
院
外
薬
局
で
の
薬
代
支
払

い
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
今
後
も
保
護
者
の
子
育
て

に
対
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
更
な

る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
家
庭
等

の
生
活
安
定
・
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

児
童
手
当
と
し
て
所
得
限
度
額
未
満
の
受
給
者
に

対
し
、
３
歳
未
満
は
月
額
１
５
、
０
０
０
円
、
３

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
は
第
１
子
・
第
２
子

１
０
、
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
１
５
、
０
０
０

円
、
中
学
生
は
１
０
、
０
０
０
円
を
支
給
し
、
所

得
制
限
以
上
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
特
例
給
付
と

し
て
月
額
５
、
０
０
０
円
の
支
給
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
１０
月
か
ら
消
費

税
増
税
に
伴
う
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
制

度
に
向
け
た
法
制
化
に
基
づ
い
て
条
例
・
規
則
等

の
改
正
を
行
い
ま
す
。
無
償
化
の
対
象
と
し
ま
し

て
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
及

び
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
ど
も
に
つ
い
て
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
の
費
用
、
ま
た
、
保
育
の
必
要
性
が
あ
る

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
認
可
外
保
育
施
設
等
を
利

用
す
る
場
合
で
も
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
新
た
な
無
償
化
給
付
に
お
け
る
保
育
の
必

要
性
の
認
定
申
請
等
を
実
施
し
、
１０
月
か
ら
の
法

改
正
に
向
け
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

▪
地
域
の
中
の
子
育
て
環
境
づ
く
り

　

�
現
在
建
設
中
で
あ
り
ま
す
、
ひ
か
り
こ
ど
も
園
に

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
末
ま
で
に
完
全
に
新
園
舎

へ
の
移
設
を
完
了
し
、
４
月
よ
り
新
体
制
で
の
保

育
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
子
ど
も
子
育
て
支
援

交
付
金
の
活
用
に
よ
る
、
一
時
預
か
り
事
業
及
び

病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
小
学
校
体
育
館
２
階

を
利
用
し
直
営
で
行
っ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
４
月
１
日
よ
り
上
峰
幼
稚
園
旧
園
舎
へ
と
移

し
、
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
へ
委
託
し
ま
す
。

　

�

平
成
３０
年
度
に
実
施
し
た
保
護
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
の
基
礎
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
第
２
期
上
峰

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
す
。
策
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
各
課
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に

諮
り
、平
成
３１
年
度
末
迄
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

▪
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

　

�

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
の
施
策
と
し
て
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対
し

手
当
を
１
７
、
５
０
０
円
上
乗
せ
す
る
形
で
行
う

予
定
で
す
。
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

経
済
的
・
精
神
的
不
安
の
軽
減
に
向
け
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
等
と
の
連
携
の
も
と
、
相
談
・
指

導
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
手
当
や
助
成

制
度
の
周
知
と
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
経

済
的
事
情
又
は
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
孤
食
な
ど

の
課
題
を
抱
え
る
者
等
が
、
食
事
及
び
団
ら
ん
な

ど
を
通
し
て
社
会
と
の
接
点
を
設
け
つ
つ
共
食
を

推
進
し
、
食
事
を
通
し
た
地
域
に
お
け
る
多
世
代

交
流
拠
点
の
整
備
を
平
成
２９
年
度
か
ら
支
援
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
み
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な

く
、
「
子
ど
も
も
通
え
る
多
世
代
交
流
食
堂
」
と

し
て
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑤
地
域
福
祉

▪
地
域
福
祉
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
育
成

　

�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
お
た
っ
し
ゃ
館
」
の
経
営

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
や
、

利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
の
体
制
強
化
等
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
器
具
等
を
用
い
た
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
や
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
け
る
公
益
的
事
業
を
引
続
き
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

▪
地
域
主
体
の
支
え
合
い
助
け
合
う
活
動
の
促
進

　

�

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が
孤
立
せ
ず
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
、
多
様
な
担
い
手
が
一
体
と

な
っ
た
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進
し
、

地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
創
設

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
社
会
保
障

▪
低
所
得
者
福
祉
の
推
進

　

�

低
所
得
者
の
自
立
に
向
け
、
民
生
委
員
・
児
童
委

9
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員
、
佐
賀
県
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
連
携

の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
即
し
た
き
め
細
か

な
相
談
・
指
導
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
保

護
制
度
、
資
金
貸
付
制
度
及
び
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
の
利
用
に
関
す
る
助
言
・
指
導
等
に
努

め
ま
す
。

▪
国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
運
営

　

�

平
成
３０
年
度
か
ら
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
市

町
ご
と
の
標
準
保
険
税
率
の
提
示
や
事
務
・
事
業

の
標
準
化
・
効
率
化
を
推
進
し
、
制
度
の
安
定
を

図
り
、
町
は
地
域
住
民
と
身
近
な
関
係
の
中
、
資

格
管
理
、
保
険
給
付
、
保
険
税
率
の
決
定
、
賦
課
・

徴
収
、
保
健
事
業
等
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か

い
事
業
を
引
き
続
き
担
っ
て
い
き
ま
す
。
保
険
税

率
・
税
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
３１
年
度
は
据
え
置

く
こ
と
と
し
、
今
後
は
標
準
保
険
税
率
や
国
保
運

営
状
況
を
見
な
が
ら
保
険
税
率
・
税
額
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度

に
つ
い
て
は
、
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
や
医
療
費

通
知
、
後
発
医
薬
品
の
推
奨
、
重
複
服
薬
者
に
対

す
る
受
診
行
動
適
正
化
指
導
等
を
実
施
し
、
被
保

険
者
の
健
康
管
理
意
識
の
高
揚
、
適
正
受
診
の
促

進
を
図
り
制
度
の
健
全
運
営
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化
後
も
、
佐
賀
県
市

町
国
民
健
康
保
険
広
域
化
等
連
携
会
議
な
ど
で
実

施
後
の
状
況
や
課
題
を
佐
賀
県
と
２０
の
市
町
で
共

有
し
、
引
き
続
き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

▪
国
民
年
金
制
度
の
周
知
徹
底

　

�

国
民
年
金
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
日
本

年
金
機
構
佐
賀
年
金
事
務
所
と
の
連
携
の
も
と
、

住
民
の
皆
様
が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
記
録
確
認
、
相
談
業
務
に
つ
い
て
同

事
務
所
の
指
導
の
も
と
、
町
広
報
紙
等
を
活
用
し

た
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。
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活
力
と
交
流
に
満
ち
た
元
気
産
業
の
ま
ち

①
農
業

▪
農
業
生
産
基
盤
の
充
実

　

�

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地

域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」
は
、
平
成
３１
年
度

が
新
た
に
今
後
５
年
間
の
活
動
計
画
の
認
定
を
受

け
る
節
目
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
維
持
支
払

交
付
金
と
資
源
向
上
支
払
交
付
金
の
活
動
を
行
う

２０
組
織
の
申
請
に
対
し
て
、
国
、
県
、
町
か
ら
の

補
助
金
を
各
組
織
に
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動

の
確
認
は
、
よ
り
正
確
な
実
施
状
況
報
告
書
の
点

検
や
総
会
の
開
催
確
認
を
写
真
、
議
事
録
等
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
や
集
落
支
援
の
た

め
の
制
度
を
活
用
し
、
地
域
の
巡
回
・
支
援
等
を

行
い
ま
す
。
「
県
営
ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全
対

策
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
３１
年
度
事
業

費
３
、
０
０
０
万
円
、
事
業
量
約
３
０
０
ｍ
を
計

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
１０
％
の
負
担
を
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
す
。
農
地
の
鳥
獣
被
害
は
営
農
意
欲

の
減
退
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
を
も
た
ら
し
、

被
害
額
と
し
て
数
字
に
現
れ
る
以
上
に
農
家
に
対

し
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
平
成
３１
年

度
は
、
前
年
に
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

捕
獲
実
施
隊
に
よ
る
わ
な
の
設
置
や
点
検
、
捕
獲

機
管
理
シ
ス
テ
ム
で
の
有
害
鳥
獣
の
迅
速
な
処
理

等
の
研
修
を
実
施
し
、
猟
友
会
と
の
連
携
を
密
に

行
い
、
捕
獲
頭
数
の
増
加
に
向
け
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
等
補
助
金
に
よ

り
狩
猟
免
許
取
得
者
を
増
加
さ
せ
、
猟
友
会
、
捕

獲
実
施
隊
で
の
活
動
を
更
に
充
実
す
る
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
従
来
ど
お
り

「
鳥
栖
三
養
基
有
害
鳥
獣
広
域
駆
除
対
策
協
議
会
」

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
」
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ
イ
グ
マ

用
箱
わ
な
の
購
入
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
意
欲
あ
る
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
幅
広
い
農
業
の
情
報
発
信
に

必
要
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
将
来

の
地
域
農
業
を
支
え
る
人
材
を
広
く
確
保
・
育
成

す
る
た
め
、
営
農
の
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
化
、
農

産
物
の
高
品
質
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
先

端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
を
推

進
し
、
ド
ロ
ー
ン
等
の
導
入
に
つ
い
て
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

▪
農
産
物
の
生
産
性
の
向
上
と
農
業
の
６
次
産
業
化
の
促
進

　

�

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
（
産
地
交
付
金
）

に
よ
り
水
田
の
収
益
力
向
上
を
推
進
す
る
と
と

も
に
フ
ォ
ア
ス
を
活
用
し
て
の
大
豆
、
野
菜
等

の
高
品
質
化
と
増
収
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

②
商
工
業

▪
商
工
会
の
育
成

　

�

商
工
会
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
に
指
導
事

業
の
中
で
、
経
営
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
支
援
し

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
商
工
会
会
員
の
中
で
経
営

上
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
事
業
者
を
対
象
に
、
専

門
家
を
派
遣
し
て
実
践
的
な
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援
と
販
路
拡

大
に
向
け
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
専
門

家
と
は
、
中
小
企
業
診
断
士
を
は
じ
め
と
す
る
経

営
・
技
術
等
の
専
門
知
識
を
有
し
、適
切
な
診
断
・

助
言
の
で
き
る
方
で
申
込
者
の
課
題
解
決
に
適
し

た
専
門
家
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
公
共
発
注
の
在
り
方
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
主

流
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
元
企
業
に
よ
る

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
力
を
高
め
る
よ
う
公
民
連

携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
時
代
変
化
に
即
し
た
商
業
活
動
の
促
進

　

�

上
峰
町
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、
町
の

経
済
の
牽
引
役
で
あ
っ
た
イ
オ
ン
上
峰
店
閉
店
後

の
跡
地
を
活
用
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

取
組
み
に
よ
り
、
新
た
な
賑
わ
い
と
人
だ
ま
り
の

拠
点
づ
く
り
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
活
用
し
て
取
組
む

こ
と
に
加
え
、
地
方
創
生
を
目
途
と
す
る
各
種
補

助
交
付
金
を
活
用
す
べ
く
、
国
へ
採
択
審
査
を
申

請
す
る
な
ど
実
効
性
の
確
保
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
自
立
し
た
持
続
可
能
な
地

域
」
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
通
貨
制
度
導
入
に
伴

う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
普
及
さ
せ
、
地
域
の
経

済
循
環
活
性
化
に
必
要
な
「
地
域
内
で
お
金
を
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
」
を
構
築
し
ま
す
。

▪
起
業
の
促
進

　

�

総
務
省
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
活
用
策

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
起
業
家
の
支
援
を
提
唱
し
た

こ
と
な
ど
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
み
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
内
へ
の
事
業

所
進
出
、
創
業
や
新
事
業
に
取
り
組
む
事
業
者
等

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

③
観
光
・
交
流

▪
地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
・
交
流
機
能
の
創
出

　

�「
鎮
西
山
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
３１
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な
り
魅
力
的
な
装
飾

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
な
ど
に
よ
り
年
々
多

く
の
来
場
者
を
迎
え
て
お
り
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
か
み

ち
ゃ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
つ
い
て
も
７
回
目
の
開

催
と
な
り
町
の
活
性
化
及
び
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
主
催
さ
れ
て
い
ま
す
「
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
」
の
運
営
に
対
し
支
援
し
て
い
く
と
と
も

に
、
新
た
な
発
想
で
町
の
発
展
及
び
活
性
化
を
図

る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用

し
、
協
働
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
交
流
拠
点

の
整
備
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

計
画
地
内
に（
仮
称
）道
の
駅
及
び
地
域
振
興
施
設

を
併
設
整
備
す
る
べ
く
、
引
き
続
き
、
佐
賀
県
や

国
土
交
通
省
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て

目
達
原
駐
屯
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
時
資
料
な

ど
を
移
管
し
平
和
資
料
館
を
設
け
る
な
ど
し
、
遺

族
会
と
の
連
携
も
深
め
な
が
ら
商
業
面
だ
け
で
は

な
く
歴
史
文
化
面
で
の
付
加
価
値
も
加
え
て
い
き

ま
す
。な
お
、街
並
み
や
景
観
形
成
の
観
点
か
ら
、

景
観
条
例
を
制
定
し
、
公
共
物
の
カ
ラ
ー
や
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ド
の
統
一
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

　

�

（
一
社
）
起
立
工
商
協
会
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
機

能
を
高
め
、
町
の
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
王
将
戦
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
観
光
資
源
の
磨
き

上
げ
や
体
験
型
観
光
商
品
の
開
発
・
販
売
促
進
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
た
め
、
専
門
人
材
を

招
聘
し
、
産
業
振
興
と
交
流
人
口
の
増
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
か
ら
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
努
め
ま
す
。

④
雇
用
対
策

▪
雇
用
機
会
の
確
保
と
雇
用
の
促
進

　

�

関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
広
域
的
連
携
の
も
と
、

地
域
雇
用
開
発
の
促
進
の
た
め
の
一
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
者
の
地
元
就
職
や

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、
女
性
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

⑤
消
費
者
対
策

▪
消
費
者
生
活
相
談
の
充
実

　

�

消
費
者
生
活
に
関
す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
適
切

か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
佐
賀
県
消
費
者
行

政
推
進
事
業
を
活
用
し
、
消
費
生
活
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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役場からのお知らせ

４
．  

発
展
へ
の
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

①
土
地
利
用
・
都
市
計
画

▪
適
正
な
土
地
利
用
へ
の
誘
導

　

�

無
秩
序
な
開
発
行
為
の
未
然
防
止
や
土
地
利
用
区

分
に
応
じ
た
誘
導
を
図
り
ま
す
。
ま
た
西
峰
地
区

等
へ
の
人
口
増
加
に
よ
る
町
の
活
力
向
上
を
見
据

え
、
道
路
整
備
の
方
策
等
に
よ
り
適
正
な
土
地
利

用
と
良
好
な
環
境
の
新
た
な
宅
地
の
形
成
を
促
進

し
ま
す
。

②
住
宅
施
策

▪
町
営
住
宅
の
適
正
管
理
と
整
備
検
討

　

�

町
営
住
宅
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
坊
所
団
地

に
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
切
通
北
団
地

及
び
西
峰
団
地
の
火
災
報
知
器
に
つ
い
て
、
経
年

劣
化
に
伴
う
取
替
を
実
施
し
ま
す
。
老
朽
化
し
た

住
宅
の
建
替
や
大
規
模
改
修
等
を
検
討
し
ま
す
。

▪
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
検
討

　

�

町
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
、
国
の
策
定
方
針
の
改

定
等
を
踏
ま
え
、
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
を
実

施
し
ま
す
。

▪
質
の
高
い
住
環
境
づ
く
り

　

�

旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
一
般
住
宅
に
つ

い
て
は
、耐
震
診
断
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
実
施
す
る
耐
震
設

計
及
び
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
い

ま
す
。

▪
空
き
家
の
利
活
用
等
の
推
進

　

�

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
協
議
会
を
設
置
し
、
空
家
の
活
用
促
進
及
び

特
定
空
家
の
措
置
等
を
内
容
と
す
る
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

③
道
路
・
公
共
交
通

▪
国
道
の
整
備
促
進

　

�

国
道
３４
号
線
の
交
差
点
改
良
と
歩
道
設
置
に
つ
い

て
は
、
渋
滞
の
緩
和
と
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
向

け
て
、
国
道
事
務
所
と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き

地
元
関
係
者
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

▪
県
道
の
整
備
促
進

　

�

県
道
坊
所
城
島
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
町

民
セ
ン
タ
ー
か
ら
光
洋
自
動
車
ま
で
の
間
の
用
地

買
収
及
び
改
良
工
事
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

舗
装
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
状
態
が
悪
い
箇
所
を

優
先
的
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
県
道
神
埼
北

茂
安
線
に
つ
い
て
は
、
加
茂
交
差
点
か
ら
西
側
の

未
整
備
区
間
の
早
期
着
手
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
県
道
北
茂
安
三
田
川
線
に
つ
い
て
は
、
無
電

柱
化
の
早
期
事
業
化
に
向
け
て
進
め
ま
す
。な
お
、

こ
れ
ら
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
に
県
東
部
土
木

事
務
所
と
の
連
携
を
密
に
し
、
今
後
と
も
意
見
や

情
報
交
換
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
町
道
の
整
備
及
び
長
寿
命
化

　

�

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
よ
る
事

業
と
し
て
、
西
峰
東
西
３
号
線
及
び
下
坊
所
東
西

線
の
用
地
買
収
に
着
手
し
ま
す
。
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
坊
所
南
北
線
並

び
に
八
枚
碇
線
の
用
地
測
量
の
実
施
及
び
橋
梁
点

検
を
行
い
ま
す
。
道
路
維
持
関
係
で
は
、
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
を
利
用
す
る
な
ど
、

舗
装
路
面
の
た
わ
み
、
ひ
び
割
れ
、
ひ
ず
み
等
の

状
況
を
基
に
住
民
か
ら
の
要
望
を
重
視
し
、
事
故

等
の
危
険
度
や
補
助
金
・
交
付
金
等
の
採
択
状
況
、

用
地
取
得
状
況
、
財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
都
度
、
計
画
を
見
直
し
、
緊
急
度
の
高
い
路

線
か
ら
補
修
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
雨
時

に
冠
水
し
通
行
不
能
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て
、
道

路
の
嵩
上
げ
な
ど
の
冠
水
対
策
に
着
手
し
ま
す
。

集
落
環
境
整
備
と
し
て
側
溝
整
備
及
び
交
通
安
全

対
策
と
し
て
の
交
差
点
部
へ
カ
ラ
ー
着
色
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

▪
路
線
バ
ス
の
維
持
・
確
保

　

�

西
鉄
バ
ス
鳥
栖
神
埼
線
の
沿
線
自
治
体
と
の
連
携

の
も
と
、
利
用
促
進
及
び
維
持
・
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▪
通
学
福
祉
バ
ス
（
の
ら
ん
か
い
）
の
充
実

　

�

町
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
通
学
福
祉
バ
ス
（
の

ら
ん
か
い
）
に
つ
い
て
、
平
成
３１
年
３
月
よ
り
、

更
な
る
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、通
学
バ
ス
、

施
設
間
巡
回
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
新
形
態
に

よ
る
運
行
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
平
成
３１
年
３
月
２４

日
（
日
）
に
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
お
披
露
目

式
及
び
自
動
運
転
バ
ス
の
体
験
乗
車
を
行
い
、
新

し
い
運
行
体
系
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
ま
す
。
今

後
も
、
移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
に
、
外
出
機
会
を
創
出
す
る
た
め
に
公
共
交
通

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
情
報
化

▪
行
政
内
部
の
情
報
化
の
推
進

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
基
づ
く
自
治
体
間
の
情
報

連
携
や
行
政
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
や
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▪
多
様
な
分
野
に
お
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

�

「
町
民
だ
よ
り
か
み
み
ね
」
に
加
え
、
町
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
や
タ
ウ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ま
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
、
住
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

▪
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

�

本
年
４
月
に
は
佐
賀
県
議
会
議
員
選
挙
、
７
月
に

は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
権
を

有
権
者
の
皆
様
が
確
実
に
行
使
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
選
挙
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
平
成
３１
年
度
で
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
投
票
事
務
の
適
正
な
管
理
執
行
は
も
と

よ
り
、
選
挙
人
の
待
ち
時
間
の
大
幅
短
縮
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

５
． 

み
ん
な
の
力
で
つ
く
る
ま
ち

①
人
権
尊
重

▪
人
権
相
談
の
充
実

　

�

人
権
擁
護
委
員
の
増
加
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
、
確
か
な
人
権
感
覚
と
対
応
能
力
を
持
つ
職
員

の
育
成
を
進
め
、人
権
相
談
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画

▪
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
改
革
の
推
進

　

�

広
報
・
啓
発
活
動
や
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど

様
々
な
場
を
通
じ
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
の
解
消
や
社
会
慣
行
の
見
直
し
、
男
女

平
等
意
識
の
浸
透
に
向
け
た
啓
発
・
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

▪
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
の
社
会
環
境
づ
く
り

　

�
町
の
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
登
用
や
、

女
性
町
職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用
拡
大
、
団
体
役

員
・
地
域
役
員
へ
の
女
性
の
登
用
の
働
き
か
け
な

ど
を
行
い
、
政
策
・
方
針
を
決
定
す
る
場
へ
の
女

性
の
参
画
を
促
進
し
ま
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
高
揚

　

�

地
域
の
自
然
・
伝
統
文
化
・
農
産
物
等
を
活
用
し

た
特
産
品
づ
く
り
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
の

支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
自
発
的
か
つ
自
主

的
な
活
動
を
促
す
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

④
町
民
参
加
・
協
働

▪
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

　

�

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
責
任
あ
る
言
及
に
努
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

▪
情
報
公
開
の
推
進

　

�

町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
開
か
れ
た
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
法
令
の
定
め
に
基
づ
き
個
人

情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
情
報
公
開
を
推
進

し
ま
す
。

⑤
自
治
体
経
営

▪
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

�

財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
１９
年
度
当

時
、
実
質
公
債
費
比
率
は
２３
・
３
％
、
将
来
負
担

比
率
は
２
１
１
・
０
％
と
町
財
政
は
危
機
的
状
況

に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
２９
年
度
決
算
時
点
で
実

質
公
債
費
比
率
は
１３
・
６
％
、
将
来
負
担
比
率
は

比
率
そ
の
も
の
が
発
生
し
な
い
と
こ
ろ
ま
で
回
復

し
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
経
費
節
減
を
心

が
け
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

▪
人
材
の
育
成　

　

�

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
職
員
研
修
の
充

実
や
成
果
主
義
に
基
づ
く
人
事
評
価
制
度
の
充

実
・
定
着
化
等
を
進
め
、
地
方
分
権
・
地
方
創
生

の
時
代
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
平
成
３０
年
度
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
研
修
会
を

開
催
し
、
性
の
多
様
性
や
人
権
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
評
価
制
度
の
適
切

な
運
用
に
よ
り
、
人
材
の
有
効
活
用
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
り
、
更
な
る
組
織
の
活
性
化

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
３１
年
度
の
施
政
方
針
と
主
要
な
施
策

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
予
算
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
る
に
あ
た
っ

て
は
、
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
議
員
各
位
の
ご
助
言
・
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政
運
営
に
邁
進

す
る
覚
悟
を
こ
こ
に
お
誓
い
し
、
所
信
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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役場からのお知らせ

平成31年4月7日(日)は佐賀県議会議員選挙の投票日です！！
問上峰町選挙管理委員会（役場総務課内）　☎52－2181

　任期満了に伴う佐賀県議会議員（三養基郡選挙区定数２名）を選出する選挙が行われます。

投 票 日　平成31年４月７日(日)
投票日当日の投票時間　７時～２０時
投票できる人
　・日本国民であること
　・年齢満18歳以上であること
　�・�引き続き3か月以上上峰町に住所を

有し選挙人名簿に登録されている人
　・�上峰町の選挙人名簿に登録されてお

り、かつ、投票をする日までに上峰町
から佐賀県内の他市町に転出した人

期日前投票をご利用ください

期　間 時　間 投票所

３月30日（土）

～

４月６日（土）

８時３０分

～

２０時

役場２階
２０２会議室

不在者投票をご存じですか？
・�県が不在者投票のできる施設として指定した病院、老人ホームなどに入院、入所

している人は施設内で不在者投票ができます。
・�重度の身体障害者は自宅で投票できる「郵便投票」の制度を利用することができます。
・�一時滞在等で他市区町村に居住する方などについては、不在者投票の請求を行っ

てください。

投 票 所　

投票区 投票所名 地区名

第 1
投票区 上峰中学校体育館 井手口、下津毛、郡境、三上、上坊所、

下坊所

第 2
投票区

江迎多目的研修
集会施設 中村、江越、江迎、八枚、碇、九丁分

第 3
投票区

前牟田学習等
供用施設

上米多、下米多、井柳、寺家一、寺家二、
西前牟田、東前牟田、坊所新村

第 4
投票区 切通農村婦人の家 鳥越、屋形原、堤、船石、切通

佐賀県史跡堤土塁跡歴史公園　版築土層展示施設を改修しました
　

県
史
跡
堤
土
塁
跡
は
、
一
部
が
版
築
工
法
に
よ
り
築
か
れ
た
全
長
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
、
基
部
の
幅
約
４０
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
９
メ
ー
ト
ル
の
人
工
の

土
塁
で
、
奈
良
時
代
に
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
塁
は
、

防
御
施
設
、
灌
漑
施
設
、
道
路
施
設
な
ど
と
し
て
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

古
代
の
土
木
技
術
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
構
と
し
て
学
術
的
に
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
１９
年
８
月
、
台
風
５
号
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、
堤
土
塁
跡
の
版
築
土

層
展
示
施
設
の
覆
い
屋
が
倒
壊
す
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
、
展
示
施

設
の
覆
い
屋
を
復
旧
す
る
と
と
も
に
、
覆
い
屋
を
失
っ
た
後
、
長
期
間
に
わ

た
る
露
出
に
よ
り
劣
化
し
た
版
築
土
層
展
示
部
分
を
改
修
し
、
恒
久
的
な
展

示
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
堤
土
塁
跡
歴
史
公
園

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
古
代
の
土
木
技
術
を
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

版築土層展示部分

展示施設
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役場からのお知らせ

子どもの
相談・サークル

育児相談（予約制）
～毎月１回、育児相談を行っています～
　日　程　４月８日（月）
　　　　　５月１３日（月）
　時　間　１０時～１１時３０分
　場　所　役場１階　健康相談室
　内　容
　　身体測定、離乳食や子どもさんの
　　栄養相談、育児の悩みなど
　※�希望される方は、事前に健康福祉課

（保健師）にご連絡ください。

育児サークル子育てらんど
　日　程
　　４月１１日（木）、１８日（木）、２５日（木）
　　５月９日（木）、１６日（木）、２３日（木）
　時　間　受付：１０時～１０時３０分
　　　　　開始：１０時３０分 
　場　所　おたっしゃ館
　対　象　�就園前の子どもさん
　内　容　�歌遊び、季節の行事など
　※�予約は不要です。入館料は無料です。

子どもの
健診・相談 場所

町民センター

４・５月の健康づくり 問健康福祉課　健康増進係　☎５２−７４１３

健診・相談項目 対象者 健診日 受付時間

２か月児相談 実施月に
２か月になる児

４月２５日（木）

９時３０分

～

１０時

H31.２月生

５月２２日（水）

H31.３月生

乳児健診

実施月に
４か月になる児

４月２５日（木）

１３時

～

１３時３０分

Ｈ３０．１2月生

５月２２日（水）

H31.１月生

実施月に
１０か月になる児

４月２５日（木）

Ｈ30.６月生

５月２２日（水）

Ｈ30.７月生

１歳６か月児
健診

１歳６か月～
１歳８か月

４月１７日（水） １３時～
１３時３０分Ｈ29.8月生～9月生

３歳児健診 ３歳７か月～
３歳９か月

５月９日（木） １３時～
１３時３０分Ｈ27.８月生～９月生

４月　日曜・祭日在宅医

診療時間は９時～１７時まで。　必ず医療機関に確認のうえ、受診してください。

医院名 市町名 電話

７日（日） 秋吉医院 みやき町 0942－
94－2051

14日（日） やまだ小児科
クリニック 上峰町 0952－

51－1516

21日（日） 東佐賀病院 みやき町 0942－
94－2048

医院名 市町名 電話

28日（日） 斎藤整形外科
医院 みやき町 0942－

96－3110

29日（月） 大島病院 みやき町 0942－
89－2600

30日（火） 東佐賀病院 みやき町 0942－
94－2048
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役場からのお知らせ

　集団健診・個別健診いずれかの方法で受診
が可能です。

【集団健診】

※同日程で、国保若年者健診（30～39歳の国保加入者）
　　　　　　後期高齢者健診（75歳以上の方）も行っています。

【個別健診】
　受診される際は、必ず事前に医療機関へご予約をお願いします。

対象者 日　程 対象地区 受付時間 会　場 料　金

４０歳から７４歳 
の国保加入者

4月19日（金） 大字堤

８時３０分 

～  
１０時３０分

おたっしゃ館 無　料
4月20日（土） 大字前牟田・上坊所

4月21日（日） 大字江迎・下坊所

4月22日（月） 井手口・郡境

4月23日（火） 下津毛・三上

実施期間 町内の実施医療機関 料　金

～2020年2月末まで 三樹病院・平井内科・うえきクリニック
※町外の実施医療機関については、健康福祉課へおたずねください。

1,000円

　2019年４月から2020年３月末までに、各検診１人１回受診できます。
　町民の方ならどなたでも受診可能です。

＊注意事項＊　①胃がん検診を受ける方は、検査前日の夜１０時以降は飲食できません。
　　　　　　　②�現在、病気の治療中の方や過去に手術を受けられた方等、上記のがん検診等を受診でき

ない場合があります。

検診項目 対象年齢 日　程 受付時間 会　場 料　金
肺がん検診

（胸部レントゲン） ４０歳以上

４月１９日（金）

～  
４月２３日（火）

８時３０分 

～  
１０時３０分

おたっしゃ館 無　料

胃がん検診
（胃透視） ４０歳以上

ピロリ菌検査�
（血液検査）

３０歳以上３９歳以下
※過去に受けていない方のみ

大腸がん検診�
（便潜血検査） ４０歳以上

前立腺がん検診�
（血液検査） ５０歳以上の男性

肝炎ウイルス検査�
（血液検査）

２０歳以上
※過去に受けていない方のみ

国保特定健診のご案内 問健康福祉課　健康増進係　☎５２－７４１３

各種がん検診のご案内 問健康福祉課　健康増進係　☎５２－７４１３

＊健診に持っていくもの＊
□ 保険証（上峰町国民健康保険被保険者証）
□ �健康診査受診票（対象の方へ事前に送付しています）
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役場からのお知らせ

＊注意事項＊　①事前に健康福祉課へご予約ください。
　　　　　　　②�乳がん検診は、当日受診できる人数に限りがあります。

予約が定員に達した際は、その後の予約をお断りさせて
いただく場合がありますのでご了承ください。

検診項目 対象年齢 日　程 受付時間 会　場 料　金

子宮頸がん検診
（子宮頸部の細胞採取） 20歳以上の女性

４月19日（金）

４月20日（土）

13時30分

〜

15時
おたっしゃ館 無 料乳がん検診

（マンモグラフィ検査） 40歳以上の女性

骨粗鬆症検診
（骨密度測定） 40歳以上70歳以下

女性のがん検診 問健康福祉課　健康増進係　☎５２－７４１３

各種手当の金額が改定されます
　2019年4月より、法律の規定により次のとおり改定となりますので、お知らせいたします。

【児童扶養手当】 問住民課　子育て支援係　☎５２－７４１２

【特別児童扶養手当、特別障害者手当等】 問健康福祉課　福祉介護係　☎52−７４１３

現行（月額） 2019年４月以降（月額）

区　分 手当の全額を
受給できる方

手当の一部を
受給できる方

➡

区　分 手当の全額を
受給できる方

手当の一部を
受給できる方

児童１人のとき 月額42,500円 月額10,030円～
42,490円 児童１人のとき 月額42,910円 月額10,120円～

42,900円

児童２人のとき 10,040円加算 月額5,020円～
10,030円加算 児童２人のとき 10,140円加算 月額5,070円～

10,130円加算

児童３人目以降 6,020円加算 月額3,010円～
6,010円加算 児童３人目以降 6,080円加算 月額3,040円～

6,070円加算

現行（月額）

➡

2019年４月以降（月額）

特別児童扶養手当１級 51,700円 52,200円

特別児童扶養手当２級 34,430円 34,770円

障害児福祉手当 14,650円 14,790円

特別障害者手当 26,940円 27,200円

経過的福祉手当 14,650円 14,790円
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役場からのお知らせ

国民健康保険の加入や脱退の届出は１４日以内に行いましょう！！
問健康福祉課　保険年金係　☎52－7413

　国民健康保険に加入するときや脱退するときは、世帯主または加入者自らが届出をしなければなりませ
ん。異動があった日から１４日以内に健康福祉課保険年金係へ届出をしてください。
　詳しくは健康福祉課保険年金係までお問い合わせください。

【国保に加入するとき】 【国保を脱退するとき】

○�他の市町村から転入してきたとき
　（社会保険等に加入していない場合）
○職場の健康保険等をやめたとき
○国保加入者の方の子どもが生まれたとき
○生活保護を受けなくなったとき

○他の市町村へ転出したとき
○職場の健康保険に加入したとき
○社会保険等の扶養に入ったとき
○国保加入者の方が死亡したとき
○生活保護を受け始めたとき

年金相談の予約について

予約連絡先：佐賀年金事務所
　予約受付専用電話　☎33−6360　《当日予約可能》
　「ねんきんダイヤル」
　☎0570-05-4890　《希望日前日まで予約可能》

　予約相談実施時間帯
　　８時30分～18時（月曜日）
　　８時30分～16時（火～金曜日）
　　９時30分～15時（第２土曜日）

　年金の請求・相談は、事前の予約をいただきますと、待ち時間がなく相談できますので、是非ともご利
用ください。

2019年度の国民年金保険料月額は16,410円です！！
問佐賀年金事務所　☎３１－４１９１／健康福祉課　☎５２－７４１３

　2019年４月から2020年３月までの国民年金保険料の月額は、前年度より70円引き上げられ16,410円にな
ります。
　2019年度の納付書は、日本年金機構から４月上旬に送付されますので、金融機関、郵便局、コンビニエ
ンスストアで納付してください。また、口座振替やクレジットカードでの納付もできます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより月々50円割引される早割制度や、現金
納付よりも割引額が多い６か月前納・１年前納・２年前納もあり大変お得です。前納制度を利用される場
合は、事前に年金事務所へ問い合わせのうえ申し出ください。
【2019年度の前納額】

支払方法

６か月前納 １年前納 ２年前納

【上期】４月～９月分 ４月～３月分 2019・2020年度

【下期】１０月～３月分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月現金で納付 98,460円 − 196,920円 − 395,400円 −

現金で前納 97,660円    800円 193,420円 3,500円 380,880円 14,520円

口座振替で前納 97,340円 1,120円 192,790円 4,130円 379,640円 15,760円
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役場からのお知らせ

木造住宅の耐震診断費の一部を補助します！ ⃝申問建設課　管理係　☎５２－７４１４

　上峰町では佐賀県と協力して、住宅の耐震診断にかかる費用の一部を補助します。
対象住宅　�昭和５６年５月３１日以前に、木造在来軸組構法又は木造枠組壁構法で建築又は工事に着手した個

人所有の木造一戸建て住宅（店舗等との併用住宅及び借家は対象外）
補助内容　

受付期間　2019年４月１日（月）〜2019年１２月２７日（金）
募集戸数　１０戸（先着順）
注意事項　※�申請には、準備していただく書類がありますので、事前に必要書類についてお問い合わせく

ださい。
　　　　　※町の交付決定の前に耐震診断を受けますと、補助の対象となりませんので注意してください。
※また、耐震補強設計、改修補助金もあります。詳しい内容は建設課管理係までお問い合わせください。

耐震診断費用 自己負担額
①現況図面がある場合：60,000円
②現況図面がない場合：90,000円

①：10,000円
②：15,000円

※�診断費用の５/６を国、県、町が補助します。
※�佐賀県木造住宅耐震診断登録建築士が行う耐

震診断を受けることが条件です。
※�現況図面とは、住宅の平面図、断面図、矩

かな

計
ばかり

図などです。

国民年金第１号被保険者の産前産後期間の保険料免除制度について
問佐賀年金事務所　☎３１－４１９１／健康福祉課　保険年金係　☎５２－７４１３

　2019年４月から国民年金第１号被保険者の産前産後期間の年金保険料免除制度が始まります。出産され
た方（出産予定の方）は申請届出により、対象期間中の年金保険料の納付が免除されます。
○対象者　国民年金第１号被保険者で出産日が2019年２月１日以降の方
　　　　　※�妊娠８５日（４か月）以上の死産、流産、早産された方も含みます。
○免除期間　�出産予定日又は出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後期間」）の国民年金

保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の３か
月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。免除が認められた期間は、保険料を納
めた期間として扱われます。

○届出時期・届出先　�出産予定日の６か月前から届出可能ですので、免除を希望される方は、健康福祉課
へ届出をしてください。ただし、届出ができるのは2019年４月からです。

○必要書類　母子健康手帳、年金手帳又はマイナンバーが確認できる書類、印鑑、身分証明書など

統計調査員の登録者を募集しています
問まち・ひと・しごと創生室　広報企画係　☎52－2182

　上峰町では、町が国から委託を受けて行う各種統計調査の調査事務に従事
していただく統計調査員の登録者を募集しています。
　統計調査員の任期はほとんどの調査で２か月程度です。調査終了後に国が
定める基準に基づく報酬をお支払いします。報酬額は、調査の内容、受持ち
件数などによって違いますが、１調査で概ね２～６万円程度です。
　登録後は、調査を実施する度に活動を希望されている行政区の調査の内容、
日程などをお知らせし、調査への従事が可能であれば仕事を依頼します。
　簡単な面談選考の結果、登録調査員として登録を行います。選考のため、
応募された方全員が登録されるとは限りませんので、あらかじめご了承くだ
さい。
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役場からのお知らせ

　上峰町では地球温暖化問題への取り組みの一つとして住宅用太陽光発電システム（以下｢対象システム｣
という。）設置費用の一部を補助しています。２０１９年度も補助を継続いたします。
補助対象者　以下のすべての要件を満たす方が補助の対象となります。
　１　町内に居住、または居住予定の方
　２　�既存および新築住宅に、対象システムを新規に設置もしくは、対象システムつき建売住宅を購入す

る個人の方
　３　町税を滞納していない方
　４　申請年度内に設置が完了し、実績報告書の提出ができる方
　※注意�　�補助金交付決定前に対象システムの設置工事に着手している場合、又は対象システムつき建売

住宅の引渡しを受けている方は対象となりません。
補助対象システム
　１　低圧配電線と逆潮流ありで連係できるもの　
　２　電力会社と電力受給契約を締結できるもの
　３　未使用品のもの　　　　　　　　　　　　　
　４　太陽電池の最大出力が10ｋＷ未満であるもの
補助金の額
　出力１ｋＷ当たり20,000円とし、上限80,000円
申請に必要なもの　上峰町ホームページよりダウンロードできます。
　・交付申請に必要な書類
　・実績報告に必要な書類
　・補助金の支払いに必要な書類
　・住民票（住民記録係にて発行。発行手数料300円がかかります。）
　・町税滞納のない証明書（税務課にて発行。発行手数料300円がかかります。）
　・印鑑

住宅用太陽光発電システム設置費用の一部を補助します
問住民課　環境係　☎52−7412

生ごみ処理機器購入費用の一部を補助します
問住民課　環境係　☎52−7412

　上峰町ではごみ減量への取り組みの一つとして生ごみ処理機器購入費用の一部を補助しています。
　２０１９年度も補助を継続いたします。
　生ごみ処理機を使用すると生ごみの量を減らせるだけでなく、たい肥として利用できたり、台所が衛生
的になるメリットがあります。
補助金の額
　①�生ごみコンポスト化容器　購入金額の１／２　上限　２,０００円
　②�電動生ごみ処理機　　　　購入金額の１／２　上限　２０,０００円
申請時に必要なもの
　・上峰町生ごみ処理機器購入費補助金交付申請書
　・上峰町生ごみ処理機器販売証明書
　・領収書
　・�町税滞納のない証明書（税務課にて発行。発行手数料300円がかかります。）
　・印鑑
※申請を希望される方は住民課環境係の窓口まで直接お越しください。
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役場からのお知らせ

ごみ減量速報
１人当たりごみ排出量（月間）

可燃・不燃・粗大ごみ合計

2月

資源物の回収量（月間）

皆さんのご協力で集まった資源物

※施設で燃やすごみは、40％近く水分が含まれています。生ごみ等の水切りのご協力をお願いいたします。

前年同月比

＋１.32 kg

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0

排
出
量
（
㎏
）

H29 19.04
H30 20.22
H31 21.54

2月
前年同月比

－０.63ｔ

0.0
4.0
8.0
12.0
16.0
20.0

回
収
量
（
ｔ
）

H29 14.15
H30 14.53
H31 13.90

ゴミ収集場所

ごみ出しのポイント 問住民課　環境係　☎５２－７４１２

１）可燃（燃やせる）ごみ　可燃用上峰町指定袋（白）に入れて出す。
	� 生ごみ、プラスチック製品、紙類、汚れがとれない資源ごみ等
	 収集日の午前８時までに各地のごみステーションに。
	 ☆生ごみ等は水分を切り、なるべく乾燥させてください。
	 ☆袋は結んでください。

２）不燃（燃やせない）ごみ　不燃用上峰町指定袋（黄）に入れて出す。
	 金物（金属製、傘、汚れた缶類他）割れ物（陶器類、植木鉢、鏡、ガラス等）
	 ☆ごみステーションではなく地区ごとの回収場所、回収日に。
	 ☆可燃物（プラスチック等）・中身が入ったビン等は、入れないでください。
	 ☆袋は結んでください。

３）資源（リサイクル）ごみ
	� 地区ごとの回収場所・回収日に、17品目ごとに分別して、きれいに洗って

（カン、びん、ペットボトル、白トレイ、紙パック）出す。
	 ☆ビンのふたは、外してください。
	 ☆容器包装プラスチックは、買い物袋から出してバラしてネットへ入れてください。
	 ☆その他の紙・菓子箱等厚紙は、段ボールと一緒にしないで雑誌類に出してください。
	 ☆�スプレー缶・カセットガス缶は、①中身を使い切って、②屋外の火の気のない場所で

ガスを抜いて、③穴を開けて、出してください。

４）粗大（町指定ごみ袋に入らない）ごみ
	 ① ベッド　タンス　ふとん　カーペット　自転車　ソファ等
	� 　 １品につき　500円のステッカーを買って（セブンイレブンにて販売）、
	 　 ㈱大島産業（☎53−4400）へ連絡してください。
	 ② みやき町のリサイクルプラザ(☎0942−94−9313)へ直接持ち込む。

５）町で処理できないごみ・違反（回収しない）ごみ
	� ① �家電リサイクル法で定められた家電（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン）

は買換え時に購入された家電販売店で処理（有料）してもらってください。
	 ② �タイヤ、バッテリー、消火器、ブロック、砂、石、その他危険物等
	 　 産業廃棄物（農機具・農業用廃プラスチック類を含む農業用品）
	 　 購入された所に相談してください。
	 ③ �ごみ袋に入らないので、ごみ袋を貼って出してあるごみは粗大ごみになります。

６）ごみの減量化をおねがいします。
	� ① �ごみを出さない意識を!!　使い捨てライフスタイルの見直し、資源ごみへの分別をお願いします。
	� ② �３切り運動促進中！！
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役場からのお知らせ

相続手続（家や田や畑が亡くなった方の名義になっている）
遺言書（死んだら、家や土地の名義はどうなるだろう）
　　　　その他　建設業許可・産業廃棄物・内容証明・車庫証明等

行政書士　杠　繁美
ゆずりは しげみ

日本行政書士会登録番号
05410974

〒842－0121　神埼市神埼町志波屋3627
　　　　　　　　TEL 0952－53－1747　携帯 090－8836－5630

行政書士には守秘義務があります、お気軽にご連絡ください。

ゆずりは　神埼ホームページ 検索
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な
い
場
合
は
、
直
接
担
当
獣
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防集合注射のご案内
問住民課　環境係　☎52－７４１２

　

住
民
の
皆
様
が
利
用
さ
れ
て
い
る
下
水
道
は
、
そ
の
使
用
料
等

で
維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
費
用
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
の
算
定
は
１
か
月
に
つ
き
、
１
世
帯
当
り
２
、０
０
０

円
と
世
帯
員
１
人
当
り
５
０
０
円
を
加
え
た
額
に
消
費
税
が
加
算

さ
れ
た
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
は
一
定
期
間
居
住
実
態
が
な
く
、
算
定
さ
れ

た
使
用
料
と
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て

客
観
的
に
使
用
実
人
数
が
判
断
で
き
る
も
の
を
添
付（
証
明
）し
、

減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
使
用
料
の
免
除
制
度
で
す
。

１
．
申
請
の
方
法

　

免
除
申
請
書
は
建
設
課
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

２
．
必
要
な
書
類
、
証
明
等

　
〔
就
学
・
就
業
〕

　

�

学
生
証
、在
学
証
明
書
、就
業
証
明
書
、住
居
の
賃
貸
契
約
書
、

光
熱
水
費
の
領
収
書
等

　
〔
入
院
・
入
所
〕

　
�

入
院
費
や
入
所
費
用
の
領
収
書
、
民
生
委
員
の
証
明
等

　

（�
証
明
に
費
用
等
が
発
生
す
る
場
合
は
民
生
委
員
の
証
明
で
可
）

　
〔
そ
の
他
〕

　

�

実
際
の
居
住
人
員
が
わ
か
る
書
類
、
証
明
書
等

３
．
免
除
の
期
間

　

免
除
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
申
請
が
あ
っ
た
日
の
翌
月
か
ら
減
人

員
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
期
間
は
年
度
単
位
で
、
最
長
で
も
年

度
末
（
３
月
分
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
中
途
で
再
度
同
居
さ
れ
る

場
合
は
必
ず
届
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
（
４
月
以
降
）
も
居
住
し
な
い
事
実
が
継
続
す

る
場
合
は
、
再
度
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農業集落排水（下水道）使用料の免除について【一般世帯】
問建設課　管理係　☎５２－７４１４
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役場からのお知らせ

中学校の行事
８日（月）	 始業式、赴任式（給食なし）
９日（火）	 標準学力検査（２、３年生）
１０日（水）	 標準学力検査（２、３年生）、入学式準備
１１日（木）	 平成３１年度入学式
１２日（金）	 知能検査（１年生）
１５日（月）	 標準学力検査（１年生）、
	 夏服採寸（１年生）、総務認証式、
	 部活動紹介、仮入部
１５日（月）～１９日（金）　�部活動見学（１年生）
１８日（木）	 全国学力学習状況調査（３年生）、
	 県学習状況調査（１、２年生）
１９日（金）	 部活動正式入部（１年生）
２１日（日）	 PTA総会、授業参観、部活動保護者会
２２日（月）	 振替休日

４月の小・中学校行事
小学校の行事
８日（月）	 始業式、赴任式（給食なし）
８日（月）〜１２日（金）　交通立番指導
１１日（木）	 平成３１年度入学式
	 （２年生以上給食あり）
１８日（木）	 県学習状況調査（５年生）
	 全国学力学習状況調査（６年生）
２０日（土）	 授業参観・学級懇談会、PTA総会
２２日（月）	 交通安全教室（全学年）
２６日（金）	 １年生を迎える会、春の遠足、
	 地区別一斉下校

何
処
か
と
匂
い
た
ず
ね
る
沈
丁
花	

�

井
手
口
　
鶴
田
ふ
さ
子

冬
の
月
心
落
ち
着
け
床
に
入
る	

�

坊
　
所
　
稲
益
志
津
子

春
始
動
風
頰
な
ぶ
る
散
歩
道	

�

郡
　
境
　
小
出
　
　
満

石
蕗
や
濃
緑
の
裾
に
黄き

い

を
見
し	

�

江
　
迎
　
吉
田
　
　
茂

白
梅
や
狭
庭
に
白
し
朝
の
風	

�

江
　
越
　
江
越
　
　
幸

単
身
時
見
し
月
思
う
冬
の
夜	

�

坊
　
所
　
稲
益
　
正
清

俳 

句

短 

歌
置
き
物
の
陶
器
の
猪
を
除
け
て
行
く

　
猫
振
り
返
り
振
り
返
り
行
く	

�

下
津
毛
　
野
口
ヒ
デ
子

皇
后
の
献
身
語
る
大
君
の

　
声
の
震
え
に
あ
れ
も
黙
せ
り	

�

坊
　
所
　
稲
益
志
津
子

吾
が
邦
は
静
か
に
眠
る
こ
の
夜
も

　
歩
み
は
続
く
難
民
の
群	

�

坊
　
所
　
稲
益
　
正
清

春
寒
む
も
日
が
な
一
日
太

ひ陽
を
受
け
し

　
伸
び
ゆ
く
麦
の
緑
り
美
し	

�

江
　
迎
　
吉
田
　
　
茂

早
春
や
雲
の
切
れ
間
に
春
の
風

　
ほ
こ
ろ
ぶ
白
梅
日
毎
に
殖
え
て	

�

江
　
越
　
江
越
　
　
幸

２０１９年度
町民体力つくり歩こう大会

日　

時　
５
月
１９
日
（
日
）

　
〈�

悪
天
候
で
開
催
で
き
な
い
場

合
は
中
止
〉

鎮
西
山
頂
上
集
合
・
大
会
開
会
時
間

　

午
前
９
時

駐
車
場　

㈱
温
仙
堂

内　

容　

鎮
西
山
ふ
も
と
駐
車
場

よ
り
午
前
８
時
３０
分
か
ら
随
時
出

発
と
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
、
通

常
約
２０
～
３０
分
程

度
で
す
。
大
会
開

会
時
間
に
間
に
合

う
よ
う
山
頂
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
要
領

①�

車
で
ご
来
場
の
方
は
、
で
き
る

だ
け
相
乗
り
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

②�

身
軽
な
服
装
と
履
き
な
れ
た
靴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

③�

水
筒
等
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

※�

例
年
は
４
月
に
歩
こ
う
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
１

９
年
度
は
前
述
の
と
お
り
５
月

１９
日（
日
）
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問上峰町教育委員会　生涯学習課　生涯スポーツ係　☎５２－３８３３
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役場からのお知らせみんなの表彰

  友遊スポーツかみみね  は  いつでん、だれでん、いつまってん  をテーマに
多世代交流、心と体の健康、みんなの生きがい、青少年の健全育成を目指します。

他にも体験教室、ウォーキング交流会など
生涯スポーツの楽しさと、健康づくりを皆様にお届けします！

他にも体験教室、ウォーキング交流会など
生涯スポーツの楽しさと、健康づくりを皆様にお届けします！

ポイントカード（50ポイント商品券）、事業ご
と、また全てのプログラムに参加ができます

ミニテニス

友遊スポーツかみみね友遊スポーツかみみね
【旧：ふれあい友遊かみみね】【旧：ふれあい友遊かみみね】

ゆう      ゆうゆう      ゆう

上峰町民センター内生涯学習課上峰町民センター内生涯学習課

クラブマネージャー

090-9599-8007

☎0952-52-3833

お問合せお問合せ

年 会 費

大人（高校生以上） 2,000円

シニア（65歳以上） 1,500円

ジュニア（中学生以下） 1,000円

会員参加費（いずれかになります）
1期（4～7月）／2期（８～11月）／3期（12月～3月）

総合型地域
スポーツクラブ

大人／シニア 3,000円
ジュニア 2,000円
ファミリー 6,000円

大人／シニア 5,000円
ジュニア 3,000円

ジュニア 3,000円会員
特典

友遊サークル事業 フィットネス事業

ジュニア育成事業

活動日時 毎週火曜日　10：00～12：00
活動場所 上峰町体育センター

ソフトバレー
活動日時 毎週水曜日　20：00～22：00
活動場所 上峰町体育センター

スポーツ吹矢
活動日時 毎週金曜日　10：00～12：00
活動場所 上峰町民センター

ヨガ教室
活動日時 毎週火曜日　19：30～21：00
活動場所 上峰町民センター

あさヨガ教室
活動日時 毎週土曜日　10：00～11：30
活動場所 上峰町民センター

美ダンス教室
活動日時 毎週木曜日　19：30～21：00
活動場所 上峰町民センター

ジュニアスポーツ教室
活動日時 毎週水曜日　17：30～18：30
活動場所 上峰小学校体育館

スポーツトレーニング教室
活動日時 毎週木曜日　19：00～20：30
活動場所 上峰中学校体育館

ダンス教室
活動日時 毎週水曜日　19：00～20：30
活動場所 上峰町民センター

ラージ卓球
活動日時 毎週土曜日　13：00～15：00
活動場所 上峰町体育センター

ストレッチ
活動日時 毎週土曜日　20：00～21：00
活動場所 上峰町体育センター（2F）

バドミントン
活動日時 毎週土曜日　20：00～21：00
活動場所 上峰町体育センター

スポーツ屋台村
活動日時 毎週土曜日　20：00～22：00
活動場所 上峰町体育センター

幼児～
小学4年生

小学高学年
～中学生

小学高学年
～中学生

一緒にやってみませんか？

サークル事業

フィットネス事業
（サークル事業込）

ジュニア育成事業
（サークル事業込）

名称が変わりました！
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役場からのお知らせみんなの表彰

みんなの表彰 Commendation

　

平
成
３０
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
第
７０
回
）

佐
賀
県
審
査
会
に
お
い
て
、
上
峰
中
学
校
１
年
松
尾
歩
莉
さ
ん
が
特

選
、
上
峰
小
学
校
６
年
鶴
田
悠
太
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
児
童
生

徒
に
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
こ
と
で
、

選
挙
、
政
治
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

明
る
い
選
挙
と
は
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
ち
、
す
す
ん
で
投
票
に
参

加
し
、
ル
ー
ル
に
違
反
す
る
こ
と

な
く
公
正
に
選
挙
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

投
票
権
が
１８
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
明
る
い
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
、
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

�

特
選
・
入
選
お
め
で
と
う
！！

「第4回上峰町つばきの森トレイル」開催のお知らせ
問一般社団法人  起立工商協会（担当：榊、高島）　☎55−8777　死 info@kiriu.or.jp

　去る２月２４日に開催された「上峰町つばきの森トレイル」で
すが、今回はより多くの町民の方々にも大会の雰囲気を味わっ
ていただきたく、「町民体力つくり歩こう大会」と同日の５月
１９日（日）に開催します。
　上峰町つばきの森トレイルの参加者には吉野ケ里温泉の食事
券（温泉券付）、納税の返礼品が当たる抽選会などのプレゼン
トも準備しております。
　もちろん、当日の応援も大歓迎です。参加される方も応援さ
れる方も、５月１９日は鎮西山にお集まりください。

●開 催 日　５月19日（日）
●応募サイト　「上峰町つばきの森トレイル」で検索
　　　　　　　�http://uf-gp.com/kamimine-trail/からお申し込みください
●募集期間　４月28日（日）締め切り
　　　　　　※定員に達し次第募集終了
●競技項目　ミドルコース　：約１３km（２周）
　　　　　　ショートコース：約６.５km（１周）
　　　　　　ジュニアコース：約２km
●料　　金　ミドルコース　：１人あたり　大人5,000円　高校生４,０００円
　　　　　　ショートコース：１人あたり　大人４,000円　高校生３,000円
　　　　　　ジュニアコース：１人あたり　５００円

▲松尾歩莉さんの作品

鶴田悠太さんの作品

▲
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